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 第 4章では，側方走行条件で CD変化の発生要因となる空力現象を成分分離する手法を用い，
CD変化に対する各成分の寄与を分析した．その結果，側方走行車両が形成する圧力場の投影に
よる圧力場成分，および相対風向角の変化に伴い計測対象車両周囲の流れの変化で生じる横風









 第 5 章では，空力応答成分による CD変化の発生要因を分析し，CD変化を低減する車両周囲
の流れの制御手法を示した．分析の結果，空力応答成分の発生は，計測対象車両の後方の流れ，
およびタイヤ周りの流れの応答が要因であることを示した．後方の流れにおいては，風向角変
化に伴う後曳き渦の強化，タイヤ周りの流れにおいては，床下を通過する流れのリヤタイヤへ
の干渉が，CDの増加をもたらす．これらの分析結果をもとに，流れの制御コンセプトを構築し，
それを実現するために流れの特性を制御因子とした，流れの制御手法を提案した．側方走行条
件における CD変化，および実路上の横風外乱の影響をモデル化した CDW変化を評価指標とし
て，制御手法の有用性を評価した．提案した制御手法により，いずれの CD 変化量も低減する
結果を得た．また本章では，デザイン性との両立といった実車開発において想定される流れの
制御の課題に対し，解決策として注目される流れのアクティブ制御技術を適用した事例を示し
た．空力性能およびデザイン性に感度の高い，車体サイド後端の曲面部の流れの剥離現象を対
象とし，アクティブ制御技術としてプラズマアクチュエータを適用した．その結果，車体サイ
ド後端の剥離線の後方から，主流に対して逆向きの誘起流を発生させることで，剥離促進によ
る CD 低減を実現した．これにより，少なくとも本条件の範囲では，プラズマアクチュエータ
といった流れのアクティブ制御により，車体サイド後端のデザイン自由度を保持したまま，CD
低減が可能であることを示した． 
 最後に第 6章では，本論文の結論を述べた．本研究で得られた知見により，側方走行車両か
らの横風を含む空気力学的外乱が作用することで生じる CD 変化を低減することによって，実
走行環境における CD低減への貢献が期待できる． 
